近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１５クール日報（３月２０日～３月２６日）
	報告日
天気
	３月２３日（土）
曇り
（気温：３度～１３度）
	報告者
	兵庫県社協　外川
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	メンバー

	近ブロ１５クール：岩本、笹山、富田、山下、丸山、島岡、中光、足立、荒尾、外川
関ブロＢ１３クール：大澤、森下、又平（静岡県内社協）

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:30 朝礼
8:50 ボランティア受付
9:00 全体オリエンテーション
9:15 マッチング開始
10:15 ボランティア送り出し完了
（田鶴浜、御祓、矢田郷）
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
14:50 本部で活動者報告受付
15:50 ボランティア見送り
	<本部以外の動き>
仮仮置場
田鶴浜コミュニティセンター（4日目）
（撤収日）

	
	17:45 終礼
18:30 明日のマッチング準備（班分け、車両調整、現地調査書類作成、資機材準備など）
20:15 活動終了

	報告事項

	●VCの状況
［V63名（延べ70名）、現地調査19件（一般14件、現場系3件、キャンセル2件）ニーズ対応18件（うち完了15件、継続3件）］
●マッチング担当
・本日は予定に近い数のボランティアの方に参加いただけたため、仮仮置場の撤収日にもかかわらず、18件のニーズに対応できた。
●資材担当
・資材の在庫確認を行った。
・以前よりクリーニングに出していたビブス67枚においてクリーニングが完了した。
●現地調査担当
　・災害Ｖコーディネーター3名、近ブロ2名、丸亀2名の4班構成で実施。
　・一般ニーズであがっていたものが、3件技術系ニーズへ移行した。
●仮仮置き場担当
・仮仮置場の撤収が完了した。

	今後の主な予定
	●明日3/24（日)の動き
・25日のテント村Vの活動前日となるため、レイアウト変更や役割の確認などを調整する。
・上記について終礼後にシミュレーションで導線等の確認を行う。
・明日以降の仮仮置場について、入口道路のコンクリートが隆起していたり、ナビ案内に従って進むと狭い道を通る必要があるなど、運転に注意が必要なことが多くある。
・明日以降、呼気チェックや給油量の確認などをすることになった。

	調整課題・所感等
	・25日からのボランティア数増加に対応できる部屋のレイアウト変更や仕組みづくりを考える必要がある。少しずつ共有などはしながら決まっているものの、完成していないことが現状。
・明日からの運転Vについての呼気チェック等については、どこまで時間が必要となるか運用しないとわからない点もあるため、明日確認しながら作業に当たる必要がある。

	その他
	・給油ランプがついている状態で走行をし続け、本部へ帰れなくなったドライバーの方がいらっしゃった。給油に関して、ガソリン量が半分以下となれば給油してくださいなど基準を設けることで、本部への帰宅時に給油するか朝一に給油して活動を開始するなど、ガソリンがなくなり走行不能となることを防いでほしいとの共有があった。
・バディコムの返却については、前方の一か所のみにしたいとの共有があった。理由としては、バディコムは返してくれたけど車の鍵はまだ返していただいていない場合があるなど、管理において返却物忘れを防ぐため。
・特に車両の自損事故が多い。3月頃から現在までで、未報告も含め6件ほどあったと伺う。運転Vを一般Vから募る際には、「普段から車を使い、運転に慣れている方で」など少しでも事故が防ぐことのできようなアナウンスをしてほしいと共有いただいた。



